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３
月
15
日
（
土
）
に
湯

山
運
動
広
場
を
ス
タ
ー

ト
、
ゴ
ー
ル
と
す
る
「
花

よ
り
団
子
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
６
３
３
人
の
参
加
申

し
込
み
が
あ
り
、
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

５
６
１
人
が
元
気
に
出
走

し
ま
し
た
。

花より団子マラソン
第54回

湯山温泉桜まつり
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ゴ
ー
ル
後
は
水
上
村
の

特
産
品
（
い
ち
ご
、
山
菜

天
ぷ
ら
、
お
た
け
さ
ん
ま

ん
じ
ゅ
う
、
か
り
ん
と
う
、

ジ
ビ
エ
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
）

を
堪
能
さ
れ
、
そ
の
後
行

わ
れ
た
恒
例
の
福
引
抽
選

会
で
は
、
抽
選
番
号
が
呼

ば
れ
る
た
び
に
歓
声
が
上

が
り
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
の
「
第
54
回

湯
山
温
泉
桜
ま
つ
り
」
本

ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
は
悪
天

候
の
た
め
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
は
や
む
な
く
中
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
に

は
、
出
店
が
並
び
来
場
者

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
は
、
商
工
会
青
年
部

主
催
の
「
日
本
一
桜
の
里

花
火
大
会
」
が
行
わ
れ
、

大
迫
力
の
花
火
が
水
上
村

の
夜
空
を
彩
っ
て
い
ま
し

た
。
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青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
が

３
月
18
日
（
火
）
か
ら
26
日
（
水
）

ま
で
の
８
泊
９
日
の
日
程
で
水
上

村
で
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

に
続
き
２
回
目
。
令
和
５
年
６
月

に
、
原
晋
監
督
が
代
表
理
事
を
務

め
る
一
般
社
団
法
人
ア
ス
リ
ー
ト

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
水
上
村
が

包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
双
方
の

資
源
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
学
生
は
「
市
房
庵
な
る
お
」

を
宿
舎
に
、
ス
カ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

や
ダ
ム
湖
周
辺
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
ん
だ
。

18
日
（
火
）
の
歓
迎
式
で
は
、

水
上
村
で
鍛
え

　

世
界
で
戦
う
ス
ピ
ー
ド
を
磨
く

青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
合
宿

中
嶽
村
長
が
「
箱
根
駅
伝
優
勝
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
設
備
の

整
っ
た
水
上
村
で
鍛
え
ぬ
き
、
世

界
で
戦
う
ス
ピ
ー
ド
を
磨
い
て
く

だ
さ
い
」
と
歓
迎
。
２
月
の
大
阪

マ
ラ
ソ
ン
で
２
時
間
６
分
５
秒
の

学
生
新
記
録
を
樹
立
し
た
黒
田
朝

日
主
将
は
「
強
い
４
年
生
が
抜
け

て
、
ま
た
１
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
今
回
の
合
宿
は
箱
根
駅
伝
優

勝
へ
の
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
フ
ラ
ッ
ト
で
走
り
や
す
い
ダ

ム
湖
畔
の
周
回
コ
ー
ス
、
山
間
部

の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
コ
ー
ス

で
選
手
一
同
練
習
に
励
み
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

21
日
（
金
）
に
は
、
水
上
学
園

の
児
童
生
徒
に
陸
上
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
青
山
学
院
大
学
陸
上
競

技
部
伝
統
の
コ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
青
ト
レ
」
を
披
露
。
学
生
が
腕

を
回
し
、
腿
を
上
げ
、
上
半
身
や

下
半
身
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
や
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
、
児
童
生
徒
も
挑

戦
。
そ
の
後
、
70
ｍ
の
ダ
ッ
シ
ュ

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
生
徒
会

長
の
余
利
峻
さ
ん
が
「
速
く
走
る

た
め
の
準
備
体
操
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
学
ん
だ
こ
と
を
部

活
動
や
体
育
の
授
業
で
生
か
し
て

い
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

キャプテン　黒田朝日選手
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４
月
９
日
（
水
）、
第
３
回
水
上
学
園
入
学
式
が

行
わ
れ
、
11
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
入
生
と
水
上
学
園
９
年
生
の
皆
さ
ん

が
手
を
繋
い
で
入
場
。
担
任
の
先
生
か
ら
１
人
ひ
と

り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、「
は
い
」
と
元
気
に
返
事

が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
徒
会
長
の
９
年
生
余
利
峻
さ
ん
か
ら
「
こ

れ
か
ら
皆
さ
ん
も
水
上
学
園
の
仲
間
で
す
。
わ
か
ら

な
い
こ
と
は
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
素
晴
ら
し

い
水
上
学
園
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の

こ
と
ば
が
あ
り
、
全
校
生
徒
１
３
８
名
で
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
き
る
に
ふ
さ
わ
し
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
が

新
一
年
生
で
す

わ
く
わ
く

　
　

ど
き
ど
き
の

　
　
　
　
　
　

入
学
式
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春の全国交通安全運動
　４月４日（金）、水上村交通安全祈願祭
が役場駐車場において行われました。
　多良木警察署長や多良木地区交通安全
協会長、多良木地区安全運転管理者等協
議会長など各種関係機関の方々をお呼び
し、水上村民の交通安全を祈願しました。
　これからも事故のない安心安全の村づ
くりを目指していきます。
　また、引き続き奥球磨みどりの広場に
おいて、多良木警察署と多良木地区交通
安全協会主催の「春の全国交通安全運動
出発式」が行われました。多良木地域交
通安全活動推進協議会委員の山神直樹さ
んが交通事故根絶に向け交通安全宣言を
行い、式後、白バイを先頭にパトロールに出発しました。
　その後、役場前の国道沿いにおいて、水上村交通安全指導員の協力のもと、のぼり旗を
用いて交通安全啓発活動を行いました。
　ドライバーの皆さんはシートベルトの着用、ながら運転の根絶、歩行者や自転車の方は、
夜間は明るい服装や反射材を身に着け事故防止に努めましょう。

人吉球磨定住自立圏形成協定の一部変更合同調印式
　３月25日（火）、人吉球磨クリーンプラザにおいて「人吉球磨定住自立圏形成協定の一部
を変更する協定」の合同調印式 が行われました。
　人吉球磨地域では、平成27年１月に人吉市と球磨郡９町村がそれぞれ１対１の協定を
締結、平成27年５月、「人吉球磨定住自立圏共生ビジョン」を策定し、平成31年度（令和元
年度）までの５年間取り組み、その後、第２次となる「共生ビジョン」を令和２年度から令
和６年度までの５年間、事業を進めてきました。
　今回、２次ビジョンにおいて成果が得られた取組みについては今後も継続しながら、さ
らに新たな取組みを進めるため、第３次ビジョンを策定し、今回の協定一部変更の調印式
となったものです。
　当日は、人吉市と球磨郡９町村の首長により、合同の調印式が行われ、令和７年４月か
らは新たなビジョンがスタートを切ることになります。
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日々の努力を十分に発揮！
～空手道全国大会～

消防団入退団式

㈱肥後銀行湯前支店から桜を頂きました

　３月28日（金）から30日（日）に第19回全国中学生空手道選抜大会
が、亀岡運動公園体育館（京都府）において開催されました。本村か
らは１名の選手が出場し、選び抜かれた各地の選手を相手に大健闘
を見せました。出場種目は以下のとおりです。大変お疲れ様でした。
第19回全国中学生空手道選抜大会
　橋本　恵奈さん（水上学園７年生）　中学1年生女子組手に出場

　４月４日（金）午後7時から、水上村消防
団入退団式が湯山石倉交流施設で開催さ
れ、新しく１名の方に入団辞令、７名の
方々に退団辞令、機能別消防団員３名の
方々に入団辞令が交付されました。
　団長訓辞並びに村長訓辞の後、新入団員を代表して第１分団第３班（岩野覚井班）の亀田
航太団員が「何人をも恐れず良心に従って忠実に消防の義務を遂行することを厳粛に誓い
ます。」と力強く宣誓。退団者を代表して元第２分団第２班（北目班）団員の黒木健一郎さん
が入団されてからこれまでを振り返り、火災や風水害等での活動の話や、幹部や団員へ対
して感謝の言葉を述べられ、最後に「今後は消防団発展のために、一住民として側面から
見守っていきたい。」と述べられました。
　新入団員の方は、これから水上村消防団としてご活躍されることを期待いたします。退
団された方々には、これまで水上村民の安全安心な暮らしを守っていただき、ありがとう
ございました。今後のご健勝をお祈りいたします。

　３月18日（火）、肥後銀行100周年事業として、水上村に桜樹木
（神代曙）３本が寄贈されました。７月25日に創立100周年を迎え
る肥後銀行は、県内の全45自治体に桜の樹木を寄贈されました。
神代曙（ジンダイアケボノ）…ソメイヨシノ系の品種で花色が淡紅食でやや濃い

退団者名簿
　氏　名　　　所　属
黒木健一郎　北目班
石山　　理　舟石・高澄班
余利　英徳　川内班
高瀬　廣樹　高瀬班
谷山　和央　上楠班
川満　武徳　湯山覚井班
西部　恭平　神揚班
※最高階級、団歴、所属順

入団者名簿
　氏　名　　　所　属
亀田　航太　岩野覚井班

機能別入団者名簿
　氏　名
内田　真治　高瀬班
木下　宏継　川内班
余利　英徳　川内班

令和７年度消防団体制
団　長 椎葉　武年
副団長 竹内　誠二
第１分団（岩野・江代地区）
分団長 大石　和教
副分団長 甲斐　啓志
部　長 平井　親志
第２分団（湯山地区）
分団長 松田　一洋
副分団長 椎葉　謙治
部　長 川原　隆治
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　近年全国的に話題となっている”ふるさと納税”。どこにどのような影響をもたらしているのかを知っ
ていただくため、今回は、どんな制度なのかを改めてご紹介します。

そもそも何のためにつくられた制度？

　多くの人が地方のふるさとで生まれ、その自治体から様々な住民サービスを受けて育ち、やがて進
学や就職を機に都会に移り住み、そこで納税を行います。その結果、都会の自治体は税収を得ますが、
生まれ育った地方の自治体には税収が入りません。

　そこで、「今は都会に住んでいても、自分を育んでくれた『ふるさと』に自分の意思で、いくらかでも
納税できる制度があってもいいのではないか」、そんな問題提起から始まり、数多くの議論や検討を経
て、平成20年に生まれた制度が“ふるさと納税”。納税という言葉がついていますが、実際には“寄附”
です。

①ふるさとやゆかりのある自治体を応援できる
全国約 1,700 の自治体から寄附先を自由に選ぶこ
とができ、寄附を通じて、寄附先の自治体や住民
を応援することができます。

②地域の特産品を楽しめる
寄附先の自治体から「お礼の品」として地域の特
産品が贈られます。品物は寄附をするときに選ぶ
ことができます。

③寄附金の使い道を指定できる
使い道を選ぶことで、寄附金が有意義に使われる
ことが実感できます。

④実質 2,000 円の負担でお礼の品を受け取れる
寄附した金額のうち 2,000 円を超える部分につい
て、限度額の範囲内で税金の控除が受けられます。

　つまり、実質負担 2,000 円で、好きな自治体を応
援し、特産品を楽しむことができるのです。

①寄附金が村の収入になる
限られた税収以外で、村外から寄附を集めて
新たな収入を増やすことができます。

②地元の産業が活性化する
寄附者にお礼の品として選ばれることで消費
が生まれ、事業者の活性化につながります。

③村を知ってもらえるきっかけがつくれる
村や地場産品を知ってもらい、興味をもって
もらうことで、旅行や移住にもつながります。

④地域の課題を解決できる
寄附を通じて得た収入は村の大切な財源とな
り、事業の幅が広がり、課題解決につながり
ます。

　つまり、全国に村を知ってもらうと同時に、
村の可能性を広げることができるのです。

水上村のふるさと納税の受入体制

　水上村では 6 つの寄附の使い道を設定し、寄
附者自身の意思で使い道を選択できるようにし
ています。
　また、寄附のお礼の品（返礼品）として、水
上村の特産品はもちろん、県や人吉球磨の市町
村とも協力してお肉や惣菜・加工品など、種類
豊富な特産品を寄附者の方にお届けしていま
す。

令和 5 年度までの寄附の使い道別寄附金額
寄附の使い道 寄附金額（円）

①産業・観光の振興 315,310,300
②保健・医療・介護・福祉の向上 449,814,500
③生活環境・自然環境の向上 251,558,657
④教育・文化の推進 545,051,796
⑤スポーツ振興 658,199,000
⑥その他の条例で定める事業 190,153,500
※災害復旧・復興
（令和2年7月豪雨災害の時のみ） 12,044,090

合　　計 2,422,131,843

村のメリット寄附者のメリット
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繰
入
金

地
方
交
付
税

分
担
金
負
担
金
・

使
用
料
及
び

手
数
料

15.25
億
円

5.06
億
円

寄
附
金
・

諸
収
入
・

財
産
収
入
　

8.20
億
円

繰
越
金

2.41
億
円

地
方
譲
与
税

及
び
各
種
交
付
金
等

2.31
億
円

県
支
出
金

6.32
億
円

村
債

2.30
億
円

村
税

1.67
億
円

0.53
億
円

国
庫
支
出
金
　

16.75
億
円

000万円
前年度比

24.41％増
　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日（
水
）か
ら
７

日（
金
）ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
13
件
、
工

事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
４
件
、
令
和
６
年
度
各
会
計
補

正
予
算
７
件
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
７
件
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

定 例 会
月３

村政施行130周年
記念事業費
　本年11月28日に村政施行130周年を迎える
にあたり記念式典を開催。

ＲＳウイルスワクチン
接種費用補助金
　新生児の健康を守り、安心して出産・子育て
できる環境を整備するため妊婦を対象に実施。

歳入

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
11
億
９
，

３
０
０
万
円
増
、24
・
41
％
の
増
額

予
算
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

環
境
整
備
事
業
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
か
ら
７
年
度
へ
の
予
算
組

み
替
え
と
併
せ
て
事
業
費
３
億
５
，

３
２
０
万
円
の
増
、
災
害
復
旧
事

業
費
３
億
１
，３
９
０
万
円
の
増
、

ふ
る
さ
と
寄
附
金
２
億
円
増
の

５
億
円
を
見
込
ん
だ
積
立
金
と
関

係
経
費
の
増
額
が
主
な
要
因
で
す
。

　

ま
た
、
旧
特
別
会
計
で
あ
っ
た

簡
易
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
、林
業
集
落
排
水
事
業
、下
水

道
事
業
は
、
公
営
企
業
会
計
へ
移

行
し
て
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

主な新規事業等

予算額
408万2,000円

予算額
33万円
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民
生
費

総
務
費

公
債
費

農
林
水
産
業
費

26.70
億
円

5.17
億
円

4.81
億
円

7.54
億
円

教
育
費

商
工
費

衛
生
費

5.20
億
円

2.75
億
円

2.89
億
円

土
木
費

1.97
億
円

消
防
費

1.91
億
円

議
会
費

1.28
億
円

予
備
費

0.54
億
円

災
害
復
旧
費
・

諸
支
出
金
・

労
働
費

0.05
億
円

60億8,一般会計
当初予算

旧岩野小学校利活用
事業
　包括連携協定を締結した株式会社ハンモの水耕
栽培事業のための施設維持管理費。

水上っ子みらい応援
助成金
　物価高騰対策による子ども子育て支援とし
て、子どものライフステージに応じた助成金
を交付。

旧湯山小学校
改築工事
　スポーツサイエンス事業やアスリート
食堂を整備するための旧湯山小学校改築
工事。

歳出

予算額
5億5,730万円

予算額
680万円

予算額
394万円
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990万円
前年度比　7.61％増

令和７年度特別会計当初予算 7億6,650万円
前年度比　2.73％増

令和７年度公営企業会計当初予算 4億2,484万円
前年度比　23.50％増

国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

2億7,770万円
前年度比　2.73％減

簡易水道事業会計予算 下水道事業会計予算

1億6,710万円 2億5,773万円

国民健康保険特別会計（直診勘定）予算

介護保険特別会計予算

4億3,220万円
前年度比　6.69％増

後期高齢者医療特別会計予算

4,670万円
前年度比　0.86％増

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案
第１号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定

「拘禁刑」創設にともない関係条
例を整理

可　決
（全員賛成）

議案
第２号

水上村一般職の職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例の制定

給料表改定及び扶養手当、通勤手
当等を改正

可　決
（全員賛成）

議案
第３号

水上村職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例の制定

非常勤職員の育児休業等の取得要
件の緩和

可　決
（全員賛成）

議案
第４号

公益的法人等への水上村職員の派遣等に関する条
例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の
制定

上位法の改正による条例改正 可　決
（全員賛成）

議案
第５号

水上村職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の
一部を改正する条例の制定 上位法の改正による条例改正 可　決

（全員賛成）

議案
第６号

水上村財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条
例の一部を改正する条例の制定

普通財産の無償貸付け、減額貸付
けの対象施設に廃校施設等を追加

可　決
（全員賛成）

○条例などの審議結果（補正予算を除く）



�� 㧡ᐕ㧟   no.640ᐢႎ

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案
第７号

水上村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関
する条例の一部を改正する条例の制定

消防団員退職報償金の勤務年数区
分に「35 年以上」を追加

可　決
（全員賛成）

議案
第８号

水上村営住宅管理条例の一部を改正する条例の制
定 村営住宅の一部を一般住宅へ変更 可　決

（全員賛成）

議案
第９号

水上村一般住宅管理条例の一部を改正する条例の
制定 村営住宅の一部を一般住宅へ変更 可　決

（全員賛成）

議案
第10号

水上村簡易水道事業に係る布設工事監督者及び水
道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例
の制定

布設工事監督者及び水道技術管理
者の資格要件の緩和

可　決
（全員賛成）

議案
第11号

水上村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定

関係施設の運営に関する基準の改
正にともなう条例改正

可　決
（全員賛成）

議案
第12号

水上村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

関係施設の運営に関する基準の改
正にともなう条例改正

可　決
（全員賛成）

議案
第13号

水上村簡易水道事業及び下水道事業の設置等に関
する条例の一部を改正する条例の制定

経営規模の変更（給水人口及び１
日最大給水量）

可　決
（全員賛成）

議案
第14号 財産の取得 スポーツ環境整備事業にともなう

用地の取得
可　決

（全員賛成）
議案

第15号 財産の処分 村有林及び県行造林の処分 可　決
（全員賛成）

議案
第16号 水上村生涯スポーツ施設の指定管理者の指定 一般社団法人トラックセッション

を指定管理者へ指定
可　決

（全員賛成）

議案
第17号

工事請負変更契約の締結（林道上米良大平線災害
復旧工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第18号

工事請負変更契約の締結（林道幸野線災害復旧工
事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第19号

工事請負変更契約の締結（美尾谷川河川災害復旧
工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第20号

工事請負変更契約の締結（大内川河川災害復旧工
事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第21号

県営農業競争力強化農地整備事業に係る分担金額
の決定

岩野地区（諏訪溝・小屋谷溝）の
圃場整備等に係る分担金額の決定

可　決
（全員賛成）

議案
第22号 水上村総合計画の策定 第６次水上村総合計画の策定 可　決

（全員賛成）

議案
第23号

人吉球磨定住自立圏形成協定の一部を変更する協
定の締結

協定の一部を変更（主に地域公共
交通に関する事項を追記）

可　決
（全員賛成）

議案
第24号 水上村商工会員の借入資金に関する預託 水上村商工会員の借入資金に関す

る預託
可　決

（全員賛成）

議員派遣の件 可　決
（全員賛成）

継続審査申出書 可　決
（全員賛成）
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歳入歳出予算の総額から11億5,850万円を減額し、総額を43億2,740万円とするもの。ス
ポーツ環境整備事業費9億5,000万円を減額し、令和７年度当初予算に再計上。

令和６年度水上村一般会計補正予算
（第９号）

　収益的支出の総額から56万7千円を減額
し、総額を１億445万6千円、資本的支出
の総額から3,521万6千円を減額し、総額を
１億433万7千円とするもの。

令和６年度水上村下水道事業
会計補正予算（第２号）

　収益的支出の総額から8万6千円を減額
し、総額を8,841万7千円、資本的支出の総
額から44万9千円を減額し、総額を2,103
万7千円とするもの。

令和６年度水上村簡易水道事業
会計補正予算（第３号）

いずれも審議の結果、原案のとおり決定した。

－ 公営企業会計補正予算 －

　歳入歳出予算の総額から988万8千円を減
額し、総額を2億7,720万2千円とするもの。

令和６年度水上村国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

　歳入歳出予算の総額に41万2千円を追加
し、総額を989万4千円とするもの。

令和６年度水上村国民健康保険
特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）

　歳入歳出予算の総額から101万9千円を
減額し、総額を4,549万8千円とするもの。

令和６年度水上村後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）

　歳入歳出予算の総額に644万3千円を追加
し、総額を4億5,748万1千円とするもの。

令和６年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第３号）

－ 特別会計補正予算 －

－ 一般会計補正予算 －

「表紙の写真の答え：江代八幡神社」
　戸屋野地区に鎮座する江代八幡神社は、水上村誌によると昭和27年、
宗教法人八幡神社として承認されました。社殿には八幡神社と阿弥陀
堂が祀られており、ご祭神は八幡大神。境内には正一位稲荷神社、江
代八郎左衛門の碑、日露戦役戦勝紀念碑があります。 日露戦役戦勝紀念碑



�� 㧡ᐕ㧟   no.640ᐢႎ

臨 時 会回第 １
令和７年第１回臨時会が２月14日（金）に開催され、慎重に審議した結果、原案どおり決定した。

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

○令和６年度水上村一般会計補正予算（第８号）
　歳入歳出予算の総額に 2億 5,580 万円を追加し、総額を 54 億 8,590 万円とするもの。ふる
さと応援基金積立金 1億 1,500 万円、価格高騰緊急支援給付金事業費 1,266 万 6 千円、ふるさ
と寄付金事業費 1億 2,813 万 4 千円などが追加計上された。

臨 時 会回第 ２
　令和７年第２回臨時会が３月28日（金）に開催され、慎重に審議した結果、原案どおり決定した。

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 水上村長等の給与及び旅費に関する条例
等の一部を改正する条例の制定

旅費法の改正にともなう旅費（宿
泊料）の増額

可　決
（全員賛成）

議案第２号 工事請負変更契約の締結（村道麦地湯山
峠線道路災害復旧工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案第３号 工事請負契約の締結 陸上競技場の用地造成工事（１工
区）

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

○令和６年度水上村一般会計補正予算（第 10 号）
　歳入歳出予算の総額に１億 660 万円を追加し、総額を 44 億 3,400 万円とするもの。
こども育成支援基金積立金１億円、村道麦地湯山峠線道路災害復旧工事 610 万円などが追加
計上された。

いずれも審議の結果、原案のとおり決定した。

議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は６月です

（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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－令和７年第１回定例会－
　主な質疑　

荒
嶽　

晋
議
員

村
政
施
行
１
３
０
周
年

記
念
式
典
の
期
日
、
内

容
は
。

総
務
課
長

村
政
１
３
０
周
年
の
日

が
11
月
28
日（
金
）と
な

る
た
め
、
開
催
は
29
日

（
土
）、
30
日（
日
）の
い

ず
れ
か
で
考
え
て
い
る
。

開
催
場
所
に
つ
い
て
は
、

水
上
学
園
体
育
館
、
駐

車
場
を
み
ど
り
の
広
場

で
検
討
中
。

杉
野
貴
文
議
員

村
政
１
３
０
周
年
記
念

事
業
費
に
、
ラ
イ
ブ
配

信
等
の
費
用
は
措
置
さ

れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

措
置
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
業
者
を
選
定
し
、

ど
の
よ
う
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
か

な
ど
検
討
す
る
中
で
考

え
て
い
き
た
い
。

山
崎
隆
浩
議
員

地
方
バ
ス
路
線
委
託
料

（
古
屋
敷
線
）が
、
昨
年

度
よ
り
約
４
０
０
万
円

増
額
と
な
っ
て
い
る
。

増
便
と
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

便
数
は
変
わ
ら
な
い
。

産
交
バ
ス
と
単
価
の
見

直
し
が
あ
り
、
燃
料
費

高
騰
等
と
合
わ
せ
１・
５

倍
ほ
ど
に
増
加
し
て
い

る
。

杉
野
久
志
議
員

桜
の
下
払
い
は
中
止
に

な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

区
長
会
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
高
齢
者
も
多
く

危
険
な
た
め
、
令
和
７

年
度
よ
り
中
止
と
な
っ

た
。小

川　

恵
議
員

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
と
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

総
務
課
長

熊
日
新
聞
の
記
事
を
利

用
す
る
場
合
、
著
作
権

が
発
生
す
る
た
め
、
令

和
７
年
度
よ
り
予
算
計

上
し
利
活
用
し
て
い
く
。

荒
嶽　

晋
議
員

今
年
度
よ
り
新
た
な
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
へ
の
負
担
金
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
建
て

替
え
の
場
所
は
決
定
し

て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

あ
さ
ぎ
り
町
の
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
予
定

し
、住
民
説
明
会
も
行
っ

て
い
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

備
品
購
入
さ
れ
る
軟
骨

伝
導
集
音
器
は
ど
う
い

う
も
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

耳
へ
か
け
る
こ
と
で
軟

骨
を
通
し
音
声
が
伝
わ

る
も
の
。
各
自
治
体
で

導
入
が
進
ん
で
い
る
。

（
声
を
強
調
し
、
不
要
な

雑
音
が
除
去
さ
れ
る
）中

程
度
ま
で
の
難
聴
の
方

の
窓
口
対
応
や
高
齢
者

宅
訪
問
の
際
に
活
用
し

た
い
。

保
育
所
給
食
材
料
費
の

予
算
減
額
は
、
物
価
高

騰
等
を
鑑
み
た
と
き
に

問
題
な
い
か
。

総
務
課
関
係

保
健
福
祉
課
関
係

産交バス（まめバス）
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担
当
職
員

規
定
の
保
育
単
価
に

よ
り
児
童
数
に
応
じ

算
出
し
て
い
る
た
め

問
題
な
い
。

今
後
、
担
当
者
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
な

が
ら
柔
軟
に
進
め
て

ほ
し
い
。

小
川　

恵
議
員

介
護
予
防
通
所
事
業

委
託
料
の
事
業
内
容

と
増
額
の
理
由
は
。

担
当
職
員

毎
週
木
曜
日
に
岩
野

公
民
館
と
石
倉
で
身

体
を
動
か
す
こ
と
を

メ
イ
ン
に
行
っ
て
い

る
事
業
。
㈱
熊
本
健

康
支
援
研
究
所
へ
委

託
し
て
い
る
。
新
た

に
参
加
者
の
送
迎
を

依
頼
す
る
こ
と
か
ら

66
万
円
増
と
な
る
。

杉
野
貴
文
議
員

国
有
財
産
等
交
付
金

が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

中
で
も
市
房
ダ
ム
交

付
金
の
減
少
が
大
き

く
、
固
定
資
産
評
価

額
の
減
が
要
因
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
こ
ま

で
下
が
る
の
か
。
ま

た
、
交
付
金
の
下
限

額
は
あ
る
の
か
。

税
務
住
民
課
長

非
課
税
団
体
で
あ
る

国
・
県
が
有
す
る
資

産
に
つ
い
て
は
、
固

定
資
産
税
に
代
わ
り
、

交
付
金
と
し
て
配
分

さ
れ
る
。
資
産
は
経

年
で
評
価
額
が
下
が

る
。
下
限
額
は
そ
の

資
産
の
１
０
０
分
の

５
が
限
度
と
な
り
、

そ
の
う
ち
の
１・
４

％
が
交
付
金
と
な
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

戸
籍
の
振
り
仮
名
に

つ
い
て
、
今
後
新
生

児
に
名
前
を
付
け
る

際
の
判
断
基
準
は
ど

う
な
る
の
か
。

税
務
住
民
課
長

キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
国
か
ら

振
り
仮
名
の
判
断
基

準
の
通
知
が
き
て
い

る
。
今
後
も
国
の
基

準
に
沿
っ
て
判
断
を

し
て
い
く
。

外
国
人
の
方
が
窓
口

に
来
ら
れ
た
時
の
言

語
対
応
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

担
当
職
員

外
国
人
の
方
が
通
訳

者
を
同
伴
さ
れ
る
の

で
、
そ
の
方
を
介
し

て
対
応
し
て
い
る
。

荒
嶽　

晋
議
員

桜
の
管
理
に
つ
い
て
、

総
合
計
画
ア
ン
ケ
ー

ト
や
座
談
会
等
で
日

本
一
の
桜
の
里
の
復

活
を
ぜ
ひ
、
と
い
う

よ
う
な
意
見
が
で
て

い
た
。
桜
の
更
新
は

何
年
か
か
る
と
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

担
当
職
員

令
和
５
年
度
か
ら
改

植
を
本
格
的
に
始
め
、

令
和
６
年
で
は
40
本

の
伐
採
と
１
０
０
本

の
植
栽
を
実
施
し
て

い
る
。
令
和
７
年
も

同
規
模
で
計
画
し
２

年
か
ら
３
年
程
度
で

開
花
す
る
の
で
、
そ

の
後
伐
採
を
進
め
て

い
く
。
植
栽
し
た
桜

の
成
長
を
観
察
し
つ

つ
、
か
つ
桜
の
景
観

を
維
持
し
な
が
ら
更

新
を
進
め
て
い
く
の

で
、
８
年
ほ
ど
か
か

る
と
思
う
。

杉
野
貴
文
議
員

旧
岩
野
小
学
校
利
活

用
事
業
費
の
財
源

と
し
て
、
諸
収
入

１
４
２
万
９
千
円
が

充
当
さ
れ
て
い
る
。

㈱
ハ
ン
モ
か
ら
の
収

入
と
考
え
る
が
、
何

の
費
用
に
充
て
る
の

か
。

担
当
職
員

６
月
か
ら
施
設
整
備

を
計
画
し
て
お
り
、６

月
か
ら
の
10
ヶ
月
分

税
務
住
民
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

要
望

元気クラブ
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の
電
気
料
と
警
備
委

託
料
に
充
て
て
い
る
。

成
尾
和
英
議
員

桜
の
里
公
園
施
設
管

理
費
の
修
繕
料
１
，

４
０
５
万
３
千
円
は
、

ど
こ
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

担
当
職
員

ほ
い
ほ
い
広
場
の
遊

具
、
ム
サ
サ
ビ
く
ん

と
す
べ
り
台
の
修
繕

を
計
画
し
て
い
る
。

荒
嶽　

晋
議
員

水
道
管
等
の
老
朽
化

は
全
国
的
な
問
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
本
村
の
水

道
改
修
は
い
つ
頃
に

な
る
予
定
か
。

建
設
課
長

湯
山
地
区
は
来
年
度

実
施
設
計
を
予
定
し

て
お
り
、
ま
ず
配
水

池
ま
で
の
整
備
に
取

り
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
改
修
工
事
は
順

調
に
い
っ
て
令
和
８

年
度
か
ら
の
着
手
。

岩
野
地
区
は
必
要
水

量
を
確
保
で
き
て
い

な
い
た
め
、
そ
の
後

に
な
る
。

小
川　

恵
議
員

水
道
凍
結
防
止
栓
設

置
補
助
対
象
戸
数
の

７
１
６
戸
は
、
全
世

帯
で
は
な
い
と
思
う

が
。
ま
た
、
設
置
で

き
な
い
水
道
も
あ
る

と
聞
い
た
が
。

建
設
課
長

全
世
帯
か
ら
村
営
住

宅
の
数
を
除
い
た
戸

数
に
な
る
。
設
置
に

つ
い
て
は
、
蛇
口
全

部
を
取
り
換
え
る
方

法
と
ひ
ね
る
部
分
を

取
り
換
え
る
方
法
が

あ
り
、
ど
ち
ら
か
で

対
応
で
き
る
。

杉
野
貴
文
議
員

交
通
安
全
対
策
補
助

金
５
，２
３
６
万
円

の
事
業
内
容
は
。

建
設
課
長

大
石
酒
造
の
工
場
か

ら
役
場
側
へ
２
０
０

ｍ
ほ
ど
の
区
間
。
２

車
線
か
ら
１
車
線
に

な
り
、
カ
ー
ブ
で
見

通
し
が
悪
い
場
所
の

拡
張
。

杉
野
久
志
議
員

市
房
ダ
ム
湖
周
辺
整

備
計
画
と
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

担
当
職
員

現
在
の
第
２
次
市
房

ダ
ム
湖
周
辺
整
備
計

画
書
に
は
、
国
道

３
８
８
号
線
の
道
路

照
明
整
備
な
ど
９
つ

の
主
要
事
業
と
村
道

湯
山
江
代
線
全
線
改

良
な
ど
４
つ
の
関
連

事
業
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
次
期
計
画
書

の
策
定
に
つ
い
て
は
、

第
２
次
計
画
の
進
捗

状
況
を
確
認
し
関
係

機
関
と
協
議
し
進
め

て
い
く
。

杉
野
貴
文
議
員

昨
年
12
月
定
例
会
に

お
い
て
計
画
書
の
見

直
し
に
関
し
て
一
般

質
問
を
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
担
当
課
長

か
ら
は
、
重
点
事
業

計
画
と
し
て
早
い
段

階
で
の
策
定
を
検
討

し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
て
い
た
。
本
村

の
生
活
環
境
基
盤
整

備
の
促
進
を
後
押
し

す
る
計
画
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

地
方
創
生
推
進
課
関
係

建
設
課
関
係

提
言

ほいほい広場のムササビくん

市房ダム
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小
川　

恵
議
員

情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
の
内
容
は
。

担
当
職
員

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

者
な
ど
に
、
メ
ー
ル

を
通
じ
て
水
上
村
の

観
光
や
移
住
定
住
な

ど
の
情
報
を
定
期
的

に
発
信
し
、
切
れ
目

な
く
水
上
村
の
Ｐ
Ｒ

を
行
う
サ
ー
ビ
ス
。

山
崎
隆
浩
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ

れ
た
方
へ
メ
ー
ル
の

発
信
を
し
た
効
果
の

確
認
方
法
は
。
ま
た
、

メ
ー
ル
に
よ
り
来
村

さ
れ
た
施
設
利
用
者

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

よ
う
な
次
な
る
事
業

展
開
の
考
え
は
。

担
当
職
員

メ
ー
ル
の
中
に
観
光

情
報
や
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
の
リ
ン
ク

を
貼
り
付
け
、
ク

リ
ッ
ク
率
や
寄
附
の

リ
ピ
ー
ト
率
で
効
果

測
定
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
メ
ー
ル
を
見

て
来
村
さ
れ
た
方
へ

の
特
典
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。

荒
嶽　

晋
議
員

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
活
用
を
推
進
す

る
た
め
に
、
補
助
金

の
支
出
以
外
に
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て

考
え
て
い
る
こ
と
は
。

担
当
職
員

湯
山
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
は
、
新
年
度

４
月
に
企
業
１
社
が

契
約
締
結
の
予
定
。

岩
野
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
は
こ
の
２
年

間
活
用
が
な
か
っ
た

が
、
３
社
が
視
察
し

て
お
り
、
年
度
内
に

契
約
で
き
る
よ
う
調

整
し
て
い
る
。
ま
た
、

１
年
契
約
と
し
て
い

る
が
随
時
更
新
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

米
本
宗
徳
議
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転

手
１
名
の
正
規
採
用

で
５
人
体
制
で
の
運

行
と
な
る
が
、
現
況

に
変
化
は
あ
る
か
。

教
育
課
長

正
職
員
運
転
手
２
名

と
な
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
４
台
を
５
人
で

運
行
で
き
る
た
め
、

負
担
増
で
あ
っ
た
勤

務
時
間
に
余
裕
が
で

き
た
。

小
川　

恵
議
員

昨
年
度
よ
り
ス
ク
ー

ル
バ
ス
連
絡
ア
プ
リ

使
用
料
を
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
現
時
点

ま
で
に
問
題
は
な

か
っ
た
か
。

教
育
課
長

欠
席
連
絡
な
ど
夜
間

で
も
入
力
で
き
る
こ

と
か
ら
保
護
者
の
負

担
軽
減
と
な
り
、
同

時
に
教
育
課
、
学
園

も
把
握
で
き
業
務
改

善
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

湯
山
地
区
の
子
供
会

が
４
団
体
か
ら
１
団

体
と
な
る
。
活
動
助

成
金
に
お
い
て
１
団

体
２
万
円
の
算
出
と

な
る
こ
と
は
保
護
者

へ
説
明
は
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
意
見
は

な
か
っ
た
か
。

教
育
課
長

昨
年
よ
り
担
当
課
も

協
議
に
参
加
し
説
明

を
行
い
、
保
護
者
の

了
承
を
得
て
い
る
。

子
供
会
が
一
つ
に
な
っ

た
こ
と
で
効
率
よ
く

活
動
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
子
供
会
活
動
が

窮
屈
に
な
ら
な
い
よ

う
に
注
視
し
て
も
ら

い
た
い
。

荒
嶽　

晋
議
員

学
園
が
一
体
型
と
な

り
１
年
が
過
ぎ
た
。

現
在
ま
で
の
子
ど
も

達
の
様
子
に
変
化
は

あ
っ
た
か
。

教
育
課
長

最
初
は
戸
惑
い
も

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

今
で
は
一
緒
に
遊
べ

て
嬉
し
い
と
話
し
て

い
る
。
他
校
を
視
察

に
行
っ
た
が
、
ど
の

学
校
も
落
ち
着
く
ま

で
に
４
、５
年
は
か

か
る
と
聞
い
た
。

教
育
課
関
係

要
望

どんどやを楽しむ子どもたち
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不測の事態に国民の命を守れるのか
食料自給率の向上は安全保障の要

「村のこと」をもっと身近に
　議会会議録、ホームページ公開へ
　２月14日（金）に開催された全員協議会で、本村議会の会議録を
村のホームページに公開することとなりました。
　議会本会議の審議については、地方自治法の規定により公開が
原則となっており、会期中に議場に出向くと傍聴が可能で、会議
録は議会事務局に申請すればいつでも閲覧ができるようになって
います。しかし、傍聴者や閲覧を希望される方は少ないのが現状
です。
　議会においても、これまで仕事で傍聴が叶わなかった方、交通の便などで傍聴した
くてもできなかった方もおられると考えています。パソコン、スマートフォンの普及
により、情報は場所・時間を問わず入手できる時代になりました。ホームページを通
じて審議内容を村民に積極的に公開することで、議会や行政に少しでも興味を持って
いただいて、「村のこと」をより深く知る機会になればと期待します。
　ホームページへの公開時期については、６月中旬を予定しています。

１月23日（木）、熊本県町村議会議員研修会
が開催され、「日本農業の課題」 と題しオンラ
イン講演があり議員全員が受講した。 
　講師の鈴木氏は、日本の農業政策について、
世界的な食料需給情勢の悪化を踏まえ、市場
原理主義の限界を認識し、肥料、飼料、燃料
などの暴騰にもかかわらず農産物の販売価格
は上がらず、農家は赤字にあえぎ、廃業が激
増している中で、不測の事態にも国民の命を
守れるように国内生産への支援を早急に強化し、食料自給率を高める抜本的な政策を打ち
出すことが重要であるとの持論を展開され、日本の食料安全保障には強い危機感を持たれ
ていた。 
　単に経済的な効率性だけでなく、国家の安全保障、環境への配慮、地域社会の維持、そ
して生産者や消費者の利益といった多様な要素を考慮し、持続可能で強靭な食料供給体制
を構築するための議論の重要性を深く認識した研修となった。

　講演　「日本農業の課題」
　講師　東京大学特任教授　名誉教授　鈴

す ず き

木 宣
のぶひろ

弘　氏

本会議の会議録（実物）

日本の農業の課題をテーマに研修を受講
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読者目線を最優先！
魅力ある議会だよりが議会改革に

くま鉄全線開通へ全力
郡市議会で初の合同研修

　１月31日（金）、上球磨正副議
長会による広報研修会があさぎり
町役場第二庁舎会議室で開催さ
れ、本村議会から正副議長、広報
委員、合わせて５名が参加した。
　当日は、高まる情報ニーズに対
応するため「広報の役割を確認」、
議会だよりの事例を用いて「現在
地の確認」、議会広報はネクスト
ステージへと「今後の課題を探る」
をテーマに研修があった。手にし
てもらえる・見てもらえる・読ん
でもらえる議会だよりにするため、創意工夫を重ねていきたい。

　講演　「議会改革の一歩は広報紙改革から」
　講師　くまもと経済　政治経済部　記者　宮

みやざき

崎 泰
た い き

樹　氏

　２月19日（水）、球磨郡町村議会
議長会と人吉市議会との合同研修会
が錦町の福寿庵で初開催され、郡市
の議会議員が一堂に会するこれまで
にない試みとなった。
　当日は、くま川鉄道㈱の永江社長
による講演があり、令和２年７月豪
雨災害からの復興に全力で立ち向か
う中、赤字経営がクローズアップさ
れることの多いくま川鉄道がテーマ
であったが、特に郡市の高校生に
とっては必要不可欠な通学の足であ
り、郡市の歴史と文化の継承、公共交通、教育、観光などの地域づくりの観点だけでなく、
地域の存続そのものを担う最も重要なインフラの一つと言っても過言ではないだろう。郡
市に共通する課題の解決に向けては、地域全体で考える機会がもっと必要である。

　講演　「くま川鉄道の存在意義」
　講師　くま川鉄道㈱　取締役社長　永

な が え

江 友
ゆ う じ

二　氏

広報の役割について考える上球磨の広報委員

熱意を語るくま川鉄道㈱永江社長
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編
集
後
記

　

咲
き
誇
っ
た
桜
も
い
つ
し
か
葉
桜
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
過
日
『
な
ぜ
女
性
は
活
躍
し

な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
か
？
』
と
い

う
1
文
か
ら
始
ま
る
記
事
に
心
揺
さ
ぶ

ら
れ
、｢

女
性
が
活
躍
す
る
社
会
は
誰

か
に
押
し
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
く｣

の
言

葉
に
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
３
月
８
日
朝
刊
の
「
国
際
女

性
デ
ー
」
の
コ
ラ
ム
で
す
。
毎
年
３
月

８
日
は
女
性
の
権
利
向
上
と
社
会
参
加

を
呼
び
か
け
る
日
と
し
、
世
界
各
地
で

様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

｢

女
性
の
地
位
向
上｣

と
は
な
ん
だ
と
思
い
ま

す
か
？

　

そ
れ
は
単
に
権
利
を

与
え
ら
れ
る
こ
と
で
は

な
く
、
仕
事
、
家
庭
、

育
児
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

そ
の
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
社
会
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
、
阿
蘇
市
に
県
内
初
の
女
性
市

長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
一

歩
が
性
別
に
関
係
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
力
を
活
か
し
合
え
る
社
会
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

荒
嶽　

晋

　

副
委
員
長　

山
崎
隆
浩

　

委　
　

員　

小
川　

恵

杉
野
貴
文

あなたのまちは持続可能ですか?
様々なデータ収集と分析力向上を！

　2月20日（木）、令和6年度上球磨町
村議会議員研修会が多良木町の石倉
で開催され、議員全員が参加した。 
講演は「まちに10～15年後、どんな
人材が必要になりますか ? どんな人
材を必要としたいですか ?」という問
いから始まった。 
　講演では、明確な結論を導くため
には様々なデータを集め、そのデー
タを分析し、効果的な政策を実施す
ることが重要であると強調された。
持続可能なまちを目指すためには、まず役場自体が持続可能であることが不可欠。様々な
リスクに対応し、住民が安心して暮らせる環境を整えるためには、デジタル環境の整備と
人材育成が必要であり、デジタルデータを見る力や仮説思考能力の向上が求められる。こ
れにより地域課題を解決し、政策の質を向上し続けることが重要である。

　講演　「持続可能なまちの前に持続可能な役場ですか？」
　講師　一般社団法人 地方公共団体政策支援機構　上席研究員　長

おさない

内 紳
し ん ご

悟　氏

小
川　

恵国際女性デーのシンボルである「ミモザ」

データ分析の重要性を説く長内氏
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第６次水上村総合計画が策定されました
　このたび、村づくりの最上位計画である「水上村総合
計画」を策定しました。これは、今年度（令和７年度）
から10年間の村づくりの指針となるものです。
　昨年度中、８～９月にかけ、無作為抽出による住民ア
ンケートや、村づくり地区座談会を実施し、村民の方々
からいただいた意見をふまえ、計画案についての意見募
集、総合計画策定審議会などを経てつくられています。
　貴重なご意見やご提言をいただいた皆さまをはじめ、
総合計画策定審議会委員ならびに関係されました皆さま
に厚くお礼申し上げます。
　なお、この計画について、村ホームページにて公表し
ておりますが、お手元に必要な方は下記までご連絡くだ
さい。

問い合わせ：地方創生推進課　☎44-0312

湯山サテライトオフィスに企業が進出しました！
　湯山にある「元湯のもり公園」に併設されている湯山サテライトオフィスへ１社の利用
が開始されました。今回、利用を開始したのは、「一般社団法人トラックセッション」です。
これまでも、村内外のスポーツイベントや水上スカイヴィレッジの運営を担ってこられま
した。
　サテライトオフィスとは、オフィスの所在地を変える、もしくは増やすことで多様な働
き方を実現しようとする試みのもと、設けられた施設で、企業が入居することで、地域と
の関わりができ、地域の活性化が見込まれます。
　代表理事の今富さんからコメントをいただきました。

　利用につきましては、引き続き受付を行っておりますので、地方創生推進課までお問い
合わせください。

MIZUKAMI
第６次 水上村総合計画 ����²����

人
と
自
然
が
輝
く
夢
の
あ
る
み
ず
か
み

人
と
自
然
が
輝
く
夢
の
あ
る
み
ず
か
み

熊本県水上村熊本県水上村熊本県水上村

　一般社団法人トラックセッション代表理事の今富 裕介です。
　この度、水上村生涯スポーツ施設サクラヴィレッジの管理運
営に携わることになり、事務所を岩野から湯山のサテライトオ
フィスに移転いたしました。
　これまで岩野の事務所を拠点に活動してまいりましたが、サ
クラヴィレッジの運営開始やスタッフの増加に伴い、各事業所
へのアクセスが良い湯山に拠点を移すことにいたしました。
　湯山のサテライトオフィスを新たな拠点として、既存事業の
発展はもちろんのこと、村民の皆様との交流を通じて、新しい
事業にも積極的に挑戦していきたいと考えております。
　サテライトオフィスには普段おりますので、お気軽にお立ち
寄りいただき、世間話でもしていただけると嬉しいです。
　今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
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戸籍に記載する振り仮名の通知が始まります！

　令和７年５月26日に改正戸籍法が施行され、戸籍の記載事項に氏名の振り仮名が追加
されることになりました。令和７年５月26日以降、本籍地の市区町村長から、戸籍に記
載される予定の振り仮名が通知されます。

※水上村の通知発送は令和７年７月以降を予定しています。

　なお、振り仮名の届出に手数料は一切かかりません。また、届出をしなかったとしても、
罰則や罰金はありません。

　戸籍の振り仮名制度について、詳しくは法務省HPで→

御案内していますので、御参照ください。

問い合わせ：税務住民課　青木　TEL:44-0316
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5月の税金等
上水道料　　　　　５月分
下水道料　　　　　５月分
住宅料　　　　　　５月分

5月の納付書等発送日　　5月12日（月）
5月の口座振替日　　　　5月26日（月）
5月の納期限　　　　　　6月  ２日（月）

◎取扱い金融機関等：水上村役場会計室　肥後銀行　熊本銀行　ゆうちょ銀行
　　　　　　　　　　熊本県信用組合　　球磨地域農業協同組合　
※口座振替にて納付される場合は、通帳と印鑑を持って金融機関で口座振替の
手続きをお願いします。

税務住民課　☎44-0316
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　所得が少ないときや、失業等により保険料を納めることができない場合には、本人の申請によっ
て、保険料が免除される制度があります。
①全額免除・一部免除申請
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある場合に、
保険料が全額免除または一部免除となります。

②納付猶予申請
50歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。

◆過去２年まで遡って免除申請ができます
　一定の将来期間のほか、過去２年（申請月の２年１カ月前の月分）まで遡って免除を申請できま
す。ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなどの不利益が生じる場合があ
りますので、すみやかに申請ください。

年金出張相談のお知らせ
　完全予約制になっております。早めの予約をおすすめします。
○相談会スケジュール

５月 ６月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 2
人吉

3 4
多良木

5 6 7

4 5 6 7
多良木

8 9 10 8 9
人吉

10 11
錦

12 13 14

11 12
人吉

13 14
錦

15 16 17 15 16
人吉

17 18
多良木

19 20 21

18 19
人吉

20 2
多良木

22 23 24 22 23
人吉

24 25
錦

26 27 28

25 26
人吉

27 28
錦

29 30 31 29 30
人吉

○多良木会場　多良木町多目的研修センター　　○錦会場　　　錦町社会福祉協議会　　
○人吉会場　　人吉市東西コミュニティセンター
お電話での予約 ･･･ 八代年金事務所予約担当へ　☎：0965-35-6123
窓口での予約 ･･･ 水上村役場担当窓口へ
※予約の際はお手元に年金手帳をご準備ください。

問い合わせ：税務住民課　年金係（古川）　☎44-0316

繁殖期の野鳥保護及び指導取締強化月間について

国民年金保険料の免除制度について

　春は野鳥の繁殖期です。巣立ちしたヒナが地面に落ちているのを見かけた場合は、近くに姿が見え
なくても親鳥が世話をしていますので拾わないようにしましょう。
　熊本県では、５月10日からの１か月間を指導取締強化月間と定め、違法捕獲等の防止に取り組んで
います。野生鳥獣又は鳥類の卵は、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律により、狩
猟による捕獲、有害鳥獣捕獲許可を受けたもの以外は、原則としてその捕獲、殺傷又は採取が禁止さ
れています。県民の皆様の御理解と御協力をお願いします。
　なお、野生鳥獣（メジロ、ホオジロなど）の愛がん飼養目的の捕獲は、鳥獣の乱獲を助長する恐れが
あることから許可していません。
　詳しくは、球磨地域振興局森林保全課、または、水上村役場産業振興課にお問い合わせください。
問い合わせ
　　水上村産業振興課　☎44-0314
　　熊本県球磨地域振興局森林保全課　☎24-4190
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岩野公民館　図書室より
今月の新刊を紹介します！

ポリポリ村の
みんしゅしゅぎ

蒔田　純

傷つきやすい人のための
図太くなれる禅思考

枡野　俊明

ポリポリ村にドラゴンがやってきた！追い払う？追
い払わない？村にとってはどちらがいいか、考え
て投票しよう。投票先によって、物語が二手に
分かれるよ！
小学校から選挙ができる仕掛け絵本。

人の言うことに流されやすい・繊細なことで、あ
れこれ思い悩んでしまう…など。繊細な人が「わ
がまま」に生きる方法。無神経でもあつかましく
もない、おおらかに動じず生きる心の習慣。

トマトを区別できない、肉が焼けたタイミング
がわからないことから、色覚障がいが発覚し苦
しむ信太朗。自分の「世界の見え方」に向き合い、
自分なりの「光」を見つけていく物語。

パパは共感。ママは落胆。ママっていつもイラ
イラしてるよね？パパって何か蚊帳の外だよ
ね…？話題の絵本作家ヨシタケシンスケが父に
なってわかった “トホホな真実” を描く、初の
育児イラストエッセイ！

ぼくの色、見つけた！
志津　栄子

ヨチヨチ父　とまどう日々
ヨシタケ　シンスケ

¢â
ŻƢƥ
¢â
ŻƢƥ

ᢎ⢒ᆔຬળڗޓ�������
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その他
特
殊
肥
料「
椿
油
粕
」は
適

正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
る
椿
油
粕
は
、
農
薬
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

害
虫
の
駆
除
目
的
で
使
用
す
る

と
、
農
薬
取
締
法
違
反
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
椿
油
粕
に
は
魚

介
類
に
影
響
の
あ
る
成
分
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
肥
料
と
し

て
使
用
す
る
場
合
も
、
水
田
な

ど
水
が
流
出
し
や
す
い
場
所
で

は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。（
問
い
合
わ
せ
先
）
熊
本

県
農
業
技
術
課
（
０
９
６
－

３
３
３
－
２
３
８
１
）
又
は
最

寄
り
の
各
広
域
本
部
（
地
域
振

興
局
）
農
業
普
及
・
振
興
課
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

募　集
「
２
０
２
５
年
度「
点
訳
・

朗
読（
音
訳
）奉
仕
員
養
成

講
座
」受
講
生
募
集

本
講
座
は
、
視
覚
障
が
い
者

に
対
す
る
書
籍
等
の
点
訳
、

音
訳
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
術
を

修
得
す
る
も
の
で
、
毎
週
木
曜

日
に
点
字
図
書
館
で
開
催
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
視
覚
障
害

者
概
論
、
点
訳
・
音
訳
の
基
礎

か
ら
応
用
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
電
子
デ
ー
タ
作
成
方
法
な
ど

を
学
び
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

  

熊
本
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

で
検
索
！

問
熊
本
県
点
字
図
書
館
（
水
曜

休
館
）

　

☎
０
９
６（
３
８
３
）６
３
３
３

募　集
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
団
体

の
募
集
に
つ
い
て

熊
本
県
で
は
、
県
が
管
理
す

る
道
路
で
の
清
掃
や
除
草
、
植

栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
申
し

込
み
可
能
で
、
ゴ
ミ
袋
や
軍
手

な
ど
の
支
給
、
清
掃
用
具
の
貸

し
出
し
、
保
険
の
加
入
補
助
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

その他
道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を
!!

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り

出
し
や
倒
木
に
よ
り
歩
行
者
や

自
動
車
等
に
損
害
が
発
生
し
た

場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管
理
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
道

路
沿
い
で
樹
木

を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
点
検

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
危
険

な
場
合
は
伐
採
す
る
等
の
措
置

を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

お知らせ

information

【ワンストップ就労相談窓口・ジョブカフェ（無料）】
　人吉・球磨地域の人材確保・マッチングのため、ジョブカフェ・球磨ブランチは、事業所・求職中の
方々の支援をしています。
　就労に関するどんなことでも、お気軽にご相談ください。
■対 象 者：求職、転職希望の方、採用活動中の事業所　どなたでも OK! 年齢制限なし。
　　　　　　（事業所・求職者本人・家族・学校の先生）
■開所時間：月曜日～金曜日（午前10時~午後 5時）土・日・祝日は休み（予約制）
■問い合わせ：ジョブカフェ・球磨ブランチ　電話番号：22-0555
■住　　所：〒868-0072　人吉市西間下町86-1　球磨地域振興局3階
■５月出張相談会日程（熊本県民の方なら全ての会場で利用できます。）

期　　日 時　　　　間 場　　　　　　　所

5月14日（水） 午前10時~正午 湯前町役場　相談室

5月16日（金） 午後1時15分~午後4時 ハローワーク球磨会議室（面接セミナー）

5月21日（水） 午前10時~正午 あさぎり町ポッポー館2階和洋室

5月22日（木） 午前10時~正午 多良木町多目的研修センター
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行政相談所の開設
　相談は無料で秘密は固く守られます。
お気軽にご相談ください。
日　時：５月８日（木）
　　　　午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　藏座利実　さん
問い合わせ：総務課　☎44-0311

弁護士無料法律相談
日　時：５月８日（木）午後１時～午後４時
場　所：水上村保健センター
相談員：弁護士等
　　　　※事前に予約が
　　　　　必要です。
問い合わせ：水上村社会福祉協議会
　　　　　　☎44-0782
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■廃家電４品目の正しい処分方法について■
①テレビ ②冷蔵庫・冷凍庫 ③洗濯機・衣類乾燥機 ④エアコン

　上記の廃家電４品目については、家電リサイクル法に基づいた処分を義務付けられてい
ますので、以下のいずれかの方法で処分をお願いします。

【 処分方法 】
１．小売業者（家電量販店）へ依頼

　過去に製品を購入した小売業者へ依頼、または買い換え時に引き取りを依頼してくだ
さい。

２．一般廃棄物収集運搬業者へ依頼
　水上村が許可した業者へ自宅までの引き取りを依頼してください。（許可業者につい
ては役場へお問い合せください。）

３．指定引取場所へ直接持ち込む （指定業者）
　人吉ダイキュー運輸株式会社　　人吉市下漆田町字俣口2838番地36
　　　　　　　　　　　　　　　　☎23-0234

※処分には収集運搬料金、リサイクル料金が必要になります。
　詳しくは引取先にご確認ください。

！  不燃ごみで出せないもの  ！
　・有毒性のあるもの（薬品、農薬、劇毒物またはこれらの容器類）
　・引火性のあるもの（ガソリン、灯油、火薬）
　・テレビ、パソコン、石膏ボード、セメント類、ボイラーなどの産業廃棄物

【 廃棄物についてのお問い合わせ 】　保健福祉課　☎44-0313

ྫ̕೧݆̑ࡑݳ
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日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

イベント　　お知らせ
税金　　　　元気クラブ

☆ごみ袋には必ず名前を書いてください。
※予定ですので、変更になることがあります。

1
　  9時30分~
　  13時30分~

2 3 憲法記念日

4 みどりの日 5 こどもの日 6 振替休日 7 8
　  9時30分~
　  13時30分~
行政相談
13時~15時
弁護士無料相談
13時~16時

9 10

11 12 13
　健康相談

10時~12時
運動教室
13時30分~15時

14 15
　  9時30分~
　  13時30分~

16
男性料理教室
9時30分～13時30分

17

18
水上学園
体育祭

19 20
健康相談
10時~12時
運動教室
13時30分~15時

21 22
　  9時30分~
　  13時30分~

23
ひめトレ
10時~11時

24

25 26
5月口座振替日

27
健康相談
10時~12時
運動教室
13時30分~15時

28 29
　  9時30分~
　  13時30分~

30 31

日日日

ごみ

ごみ

ごみ

ごみ

ごみ

資源

資源

資源

資源

不燃

不燃燃えるごみ 燃えないごみ・鉄くず・ガラス・陶器

アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びん資源5月 May
ࠃߩ

ߡ

保

保

保

保 保

保

保

保……保健センター（☎44-0782）
岩公…岩野公民館（☎44-0333）
石交…石倉交流施設

多保…多良木町保健センター
サクラ…サクラヴィレッジ

球磨医師会休日在宅医＆当番薬局
日 曜

日 病　　　　　　　　　　　院 薬　　　　　局

3 土 増田耳鼻咽喉科クリニック　☎ 45-8001
酒瀬川内科　☎ 38-0050

岡医院　☎ 22-3371
人吉医療センター小児科　☎ 22-2191

清風薬局サンロード免田店［あ］　☎ 49-9600
つばめ薬局［錦］　☎ 25-2500

さくら調剤薬局医療センター前店［人］　☎ 32-9657

4 日 東病院　☎ 45-5711
ほづみ皮膚科医院　☎ 26-5300

掛井眼科医院　☎ 22-3383
増田クリニック小児科　☎ 22-3570

きりん薬局岡原店［あ］　☎ 45-1280 高階誠心堂薬局本店［人］　☎ 22-4633
五日町薬局［人］　☎ 23-6228

5 月 横山医院　☎ 42-2132
小川整形外科医院　☎ 38-3455

願成寺ごんどう医院　☎22-4700
たかはし小児科内科医院　☎ 24-2222

くろひじ薬局［多］　☎ 35-6663 たんぽぽ薬局［人］　☎ 23-6170

6 日
こんどう整形外科　☎ 45-6555
緒方医院　☎ 35-0131

球磨病院　☎ 22-3121
公立多良木病院小児科　☎ 42-2560

きりん薬局免田店［あ］　☎ 49-9120
ファーコス薬局多良木いちご［多］　☎ 42-6888
山口薬局［多］　☎ 42-2123

くま薬局［相］　☎ 35-1300
あおい調剤薬局［人］　☎ 32-7677

11 日 そのだ医院　☎ 43-2063
脳神経外科小林クリニック　☎ 38-5670

河野産婦人科医院　☎ 24-3838
やまむら小児科・内科　☎ 45-0005

犬童薬局［湯］　☎ 43-3903
百太郎薬局［錦］　☎ 28-8123

エスエス堂きりん本町薬局［あ］　☎ 45-6330

18 日 宮原医院　☎ 42-2082
犬童内科胃腸科医院　☎ 45-1125

小林脳神経外科　☎ 24-8331
増田クリニック小児科　☎ 22-3570

山口薬局ピーチ店［多］　☎ 42-7712
くるみ薬局［あ］　☎ 49-9630

ひまわり薬局［人］　☎ 22-1023
五日町薬局［人］　☎ 23-6228

25 日 渡辺医院　☎ 42-2541
たかの眼科　☎ 47-2550

しらおく内科クリニック　☎ 25-1550
たかはし小児科内科医院　☎ 24-2222

高階誠心堂薬局多良木店［多］　☎ 42-1117
くるみ薬局［あ］　☎ 49-9630

高階誠心堂薬局本店［人］　☎ 22-4633
たんぽぽ薬局［人］　☎ 23-6170

［水］…水上村　［錦］…錦町　［あ］…あさぎり町　［多］…多良木町　［湯］…湯前町　［相］…相良村　［人］…人吉市　

※病院の都合により変更となる場合があります。ご了承ください。
※休日当番医に行かれる際は、事前に電話で確認をお願いします。

岩公

岩公

岩公

岩公

岩公

石交

石交

石交

石交

石交

岩公

岩公

岩公


